
 

 

 

 

 

 

 
 

「平和を願う」              校長  木村 典明 

保護者のみなさま、地域のみなさま、謹んで新春をお祝い申し上げます。 

旧年中におきましては、多大なるご支援を賜わり、誠にありがとうございました。本年が

みなさまにとりまして、幸多き一年になりますことをご祈念いたします。 私たち教職員一

同も、心機一転、あらためて学校教育に努めていく所存でございます。今年も変わらぬご理

解ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

さて、今年最初の巻頭言は、私の小学生の時の思い出話をご紹介します。 

小学生の思い出となると、もう遠い昔のことなので記憶が薄らいでいくばかりなのです

が、そんな中でも未だに鮮明に思い出されることがあります。 

それは、入学したばかりの私たちを担任の先生が初めて屋上に連れて行ってくれた時のこ

とです。広い屋上の所々に大きな黒いシミのようなものがあり、それを指して先生が「みん

な、これ、なんだかわかるかな？」と尋ねました。次に続いた先生の言葉は、 

「これはね、戦時中に焼夷弾が落ちた跡なの･･･」 

焼夷弾の説明を交えながら話す先生の言葉に、私は幼心にも衝撃を受けずにはいられませ

んでした。私たちの学校は戦時中としては珍しい鉄筋コンクリート建ての校舎だったので、

火災にならずに焦げ跡になって残ったのだそうです。さらに、屋上の塔屋には赤く錆びつい

た大きなラッパ型の拡声器が残っていて、その拡声機で空襲警報を鳴らして街の人たちに避

難を促していたことも教えてくれました。それらの話を聞きながら、プロペラの轟音を響か

せて飛んでくる飛行機や、空襲を知らせるサイレンの中で逃げ惑う街の人たちの姿が思い浮

かびました。多分そこにいたほとんどの級友たちがそうだったのではないでしょうか。 

当時は、高度経済成長期が終わりを迎える頃で、まだ大人たちにとっては戦争がついこの

間のことのように感じられた時代でした。担任の先生は、小学生になったばかりの私たちに、

「いつまでも平和を願う人に育ってほしい･･･」そんな思いを込めて話をしてくれたのでし

ょう。 

「平和を願う」ということは、ただ単に「戦争のない世の中を求

める」ということだけではありません。国内外の社会や地域、家庭

の中で人々が他者と協同して生活の場を形成していくために努力

することであり、環境問題が深刻な問題となる中で持続可能な社会

の実現に努めていくことが「平和を願う」ことにつながっていくの

ではないでしょうか。釜利谷中学校の生徒たちが、本当の意味での

平和が何かを自分なりに考え、そのための努力を惜しまず将来にわ

たって追い求めていく人になって欲しいと、新年にあたって切に願っているところです。 
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知・・・生きてはたらく知 
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開・・・未来を開く志 
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◇釜利谷中がより良い学校になるために！ ―生徒会本部役員決まる！― 
12月９日（金）に新しい生徒会本部役員を決める生徒会本部役員選挙が行われま

した。選挙で決まるので、当選する人とそうでない人に分かれてしまうのですが、
それでも「釜利谷中学校をもっと良くしていくために頑張る！」と立ち上がった立
候補者のみなさんの熱意は立派です。心から敬意を表したいと思います。新たに役
員になったみなさんには、ぜひ釜利谷中がより良い学校になるために頑張ってもら
いたいと思います！  

 

◇ご家庭でも啓発を！ ―消費者トラブルに注意！― 
神奈川県の 20 歳未満の方の消費生活相談件数は令和 2 年度の１年間で 1700 件ほ

ど。ただし、トラブルなどが発生したときに消費生活センター等の窓口に相談される
件数は全体の７％程度と言われているので、実際には年間 24,000 件以上のトラブル
などが発生していることになります。中でもデジタルコンテンツに関するトラブルは
第 1位を占めているので、ネット時代を生きる中学生は特に注意が必要です。消費者
トラブルからお子さんを守り、安全に安心してスマホやネットが使えるように、ご家
庭でも啓発をお願いいたします。 
 

  

出典：横浜市消費生活総合センター 

「－小中学校向け消費者情報－みんなで知って「安全・安心」情報」より 



◇いただきます！ ―「食事に関する調査」より― 
昨年度、横浜市立中学校の２年生（現３年生）を対象に行われた、「食事に関する

調査」（抽出調査）の結果を学校だよりで毎回お知らせしています。 

【質問】 あなたは、食事を残さず食べるようにしていますか。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【質問】 あなたは、食事をすることが楽しいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市全体と比較すると、食事を残さず食べるようにしている生徒が多いことが分かり

ます。食事をすることが楽しいと答えている生徒が多いこともあわせて考えると、「好

き嫌いしないで楽しく食べようとする態度が育まれている」ということになるのでは

ないでしょうか。食事を好き嫌いしないで食べることを通して、栄養のバランスのと

れた食品や料理を自分で選択して食べる力を身に付けることができれば、生涯にわた

る望ましい食習慣の形成につながると思います。 
 

 
◇１月の主な予定  

 
 

 １０日（火） 

１１日（水） 

１７日（火） 

１８日（水） 

２３日（月） 

始業式 

教育相談（～１６日） 

専門委員会 柔道着販売（～１８日） 

生徒委員会 

個別支援学級市合同学芸会 

次回の発行予定日は２月 1 日（水）です。 


